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報 道 発 表 資 料 

令和 8 年 1 月 19 日 

国立国会図書館関西館 

 

第35回国立国会図書館関西館資料展示を開催します 

「お届けものです！―モノと情報の輸送史」 

(2月 19日～3月17日) 

私たちの暮らしは、モノや情報が運ばれることによって成

り立っています。それらを運ぶ手段は、古くは人力や家畜を

利用したものから始まり、中世の水運、江戸時代の廻船、そ

して近代以降は鉄道や自動車など、時代とともに発展してき

ました。 

本展示では、古代から現代に至るまでの、モノや情報の輸

送の変遷をご紹介します。 

どんな輸送手段が日本にはあったのか？モノや情報の輸

送によって世の中はどのように変わってきたのか？魅力あ

ふれる輸送の歴史をお届けします！ 

 

 

○概要 

開 催 期 間：令和 8 年 2 月 19 日（木）～3 月 17 日（火）（※日曜・祝日は休館） 

開 催 時 間：午前 9 時 30 分～午後 6 時 

展示資料数：約 80 点 

会 場：国立国会図書館関西館 閲覧室（地下 1 階） 

（〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台 8-1-3） 

入 場：無料・年齢制限なし（18 歳未満の方は所定の手続の上でご覧いただけます。） 

問 合 せ 先：国立国会図書館関西館 資料案内（電話: 0774-98-1341） 

U R L：https://www.ndl.go.jp/event/exhibitions/kansai_202602 

https://www.ndl.go.jp/event/exhibitions/kansai_202602
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○展示資料例 ＊【  】は当館請求記号 

 

『江戸時代の瀬戸内海交通』 

倉地克直 著. 吉川弘文館, 2021.2 【DK171-M11】 

岡山藩に伝わる史料である「御留帳御船手」にもとづき、江戸時代前期の瀬戸内海における交通事情の様相を

描き出した一冊。船による輸送は、陸上に比べ一度に大量のモノを運ぶことができる一方で、海難事故の確率

も高かった。本書では、海上で事故が発生し荷物が失われた際の損害負担の仕方などについても具体的に解説

しており、瀬戸内交通の重層性や多様性が伺える。 

 

 

 

 

日本における郵便の仕組みを築いた前島密の伝記集。前島密の没後に前島家から

発刊された。700 ページを超える書物であり、「自叙伝」「後半生録」「逸事録」

「夢平閑話」「郵便創業談」「追懐録」の諸編からなる。このうち前島の自筆によ

るものは「自叙伝」のみであるが、その他の編も、前島の談話の記録や、前島と

親しかった人々からの寄稿文で構成されており、前島研究における重要な典拠と

される。 

 

 

 

 

 

 

豊富な写真や図で日本の貨物鉄道の歴史を辿る一冊である。鉄鉱石を運んだ釜石鉄道の建設から関門トンネルの

開通、国鉄の民営化・分割後の新しい輸送技術の開発まで、幅広い内容を取り上げている。各章にその年代の鉄

道路線網の整備状況が記載されており、ページが進むにつれて路線網が拡大・再編成していく様子も見どころの

一つ。 

 

○取材について 
開催期間中（土曜日、日曜日、祝日を除く。）は午前 9 時から午後 7 時まで撮影が可能です。ただ

し、来場者がいる午前 9 時 30 分から午後 6 時の間は、来場者の撮影、周囲に聞こえるような音声

を伴う撮影、大人数による撮影等はご遠慮いただく場合があります。なお、照明器具を使用する撮

影はできません。撮影をご希望の場合は、来館前にご連絡ください。  

『写真でみる貨物鉄道百三十年』 

日本貨物鉄道株式会社写真でみる貨物鉄道百三十年編集委員会 編. 日本貨物鉄道, 

2007.10 【DK113-J3】 

『鴻爪痕』 

前島密 著ほか. 前島弥, 大正 9 【383-80】 
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関連講演会（3月7日 午後2時～） 

「中世瀬戸内海東部の海運・水運とその拠点 

―兵庫・尼崎・淀―」 
 

資料展示の関連イベントとして、綿貫友子氏（神戸大学大学院経済学研究科経済学専攻教

授）をお招きした講演会を行います。 

 

○概要 

日  時：令和 8 年 3 月 7 日（土）午後 2 時～午後 3 時 30 分 

会  場：国立国会図書館関西館 第 1 研修室（1 階） 

定  員：70 名（事前申込制・先着順。参加費無料） 

申込方法：Web フォーム 

U R L：https://www.ndl.go.jp/event/events/kansai_20260307 
 

 

○講師紹介 

東北大学大学院文学研究科博士課程後期修了。博士（文学）。大阪教育大学教育学部助教授、

同教授を経て現職。主な著書に『中世東国の太平洋海運』（東京大学出版会, 1998）、『中世日

本海の流通と港町』（共編,清文堂出版, 2015）、「中世の交易」『岩波講座日本経済の歴史. 1』

（岩波書店, 2017）がある。 

 

○講師から 

古代以来、瀬戸内海は旧淀川・旧大和川水系を介して国内最大の消費都市でもある都と連絡

する物流の基幹航路として重要な役割を果たしてきました。その中継地として主要な兵庫・

尼崎・淀にも注目しながら、中世の瀬戸内海東部の物流について紹介したいと思います。 

○資料展示及び関連講演会 問合せ先 

展示内容について：国立国会図書館関西館 資料展示班 村手
む ら て

（電話：0774-98-1339） 

取 材 申 込 み：国立国会図書館関西館 総務課総務係（電話：0774-98-1225） 
（※）当資料に掲載した資料及びチラシ画像は、当展示会の広報の目的でお渡しすること

ができます。画像掲載の際には書誌情報及び当館所蔵であることを明記してください。 

https://www.ndl.go.jp/event/events/kansai_20260307

